
２
月
１
日
（
金
）
午
後
６
時

３
０
分
よ
り
、
総
合
区
民
セ
ン

タ
ー
第
４
・
５
会
議
室
に
て
江

東
民
商
新
春
の
つ
ど
い
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
は
会
員
４

３
人
、
来
賓
１
７
人
で
６
０
人

と
な
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
豊
田
会
長
よ
り
「
今

年
は
政
治
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

の
年
、
民
商
運
動
を
盛
り
上
げ

安
倍
政
権
を
退
陣
さ
せ
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
江
東
区
労

働
組
合
総
連
合
の
加
藤
事
務
局

長
、
東
部
法
律
事
務
所
の
大
江

弁
護
士
、
東
部
会
計
江
戸
川
事

務
所
の
山
崎
税
理
士
、
日
本
共

産
党
江
東
区
議
団
の
大
つ
き
幹

事
長
、
㈱
き
か
ん
し
の
伊
東
様

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
連
帯
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

乾
杯
の
あ
い
さ
つ
は
酒
井
相

談
役
が
行
い
、
懇
談
の
あ
と
毎

年
恒
例
の
福
引
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
選
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

～
福
引
当
選
者
の
皆
さ
ん
～

懇
談
中
に
は
日
本
共
産
党

江
東
区
議
団
と
予
定
候
補
の
８

人
よ
り
選
挙
勝
利
の
決
意
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
ま
で
会
員
同
士
が
和
や

か
に
語
り
合
い
、
小
野
副
会
長

の
「
今
年
も
会
員
の
み
な
さ
ん

の
奮
闘
で
民
商
運
動
を
今
ま
で

以
上
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
あ
い
さ
つ
で
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

～
参
加
者
の
声
～

北
砂
支
部

北
嶋
京
子
さ
ん

区
内
や
地
元
北
砂
の
自
営
業

者
の
み
な
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
、

お
話
を
聴
け
と
て
も
心
強
く
感

じ
ま
し
た
。
今
後
と
も
い
ろ
い

ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

亀
戸
支
部

細
谷
し
の
ぶ
さ
ん

普
段
は
な
か
な
か
会
う
こ
と

の
で
き
な
い
皆
さ
ん
と
お
酒
を

飲
み
な
が
ら
話
が
出
来
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。
統
一
地
方
選
挙

も
近
い
の
で
、
区
議
さ
ん
や
候

補
者
の
方
、
大
江
弁
護
士
の
話

な
ど
聞
く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。

▼
安
倍
政
権
に

よ
る
民
主
主
義

の
破
壊
は
と
ど

ま
る
こ
と
を
知

り
ま
せ
ん
。

▼
沖
縄
知
事
選

で
玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
勝

利
し
、
「
辺
野
古
新
基

地
建
設
Ｎ
Ｏ
」
の
民
意

が
示
さ
れ
た
の
に
も
関

わ
ら
ず
、
辺
野
古
の
海

へ
の
土
砂
投
入
を
強
行

し
て
い
ま
す
。
▼
２
月

２
４
日
に
は
、
辺
野
古

建
設
の
是
非
を
問
う
沖

縄
県
民
投
票
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
投
票
率
は
過

半
数
を
超
え
、
５
２
・

４
８
％
と
な
り
ま
し
た
。

▼
「
反
対
」
の
投
票
は

そ
の
う
ち
７
割
を
超
え
、

全
有
権
者
の
３
８
％
に

も
上
り
ま
し
た
。
条
例

で
知
事
が
結
果
を
尊
重

し
、
総
理
大
臣
と
ア
メ

リ
カ
大
統
領
に
通
知
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

有
権
者
の
４
分
の
１
を

超
え
て
い
ま
す
。
▼
圧

倒
的
な
基
地
建
設
Ｎ
Ｏ

の
民
意
が
示
さ
れ
て
な

お
、
安
倍
政
権
は
新
た

な
土
砂
投
入
を
強
行
し
、

基
地
建
設
を
進
め
る
構

え
を
崩
し
ま
せ
ん
。
▼

安
倍
政
権
に
よ
る
、
民

意
の
無
視
を
許
し
て
は
、

民
主
主
義
の
根
幹
が
崩

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
沖

縄
に
連
帯
し
、
私
た
ち

が
主
権
者
の
手
に
政
治

を
取
り
戻
す
た
め
立
ち

上
が
る
時
が
き
ま
し
た
。

【
Ｓ
・Ａ

記

】
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け

１月１７日（木）、午後６時３０分

より、総合区民センター第３研修室に

て江東民商第２回理事会が開催されま

した。参加は、常任理事１５人、理事

７人の計２２人となりました。

冒頭、全商連が作成した春の運動Ｄ

ＶＤを視聴しました。その後、豊田会

長より「消費税10％増税を止めるため

にも、この春の運動をなんとしても成

功させよう」とあいさつがありました。

森外事務局長より春の運動方針が提

案され、討議となりました。討議では、

会費の未収を克服するために具体的な

行動を行う必要性が参加者から出され

ました。また、今年の3.13重税反対江

東区民集会を今まで以上に成功させよ

うと確認しました。

1月15日(火)、13人の参加で行わ

れました。まず、講師の赤羽目事務

局次長から今年から変更になる配偶

者（特別）控除の説明がありました。

免税事業者をモデルにみんなで申

告書を完成させ、その後インボイス

導入により課税事業者になった場合

の消費税額などを計算しました。す

ると、所得の約半分が税金や保険料

になってしまうという結果になり、

とても驚きました。自分で申告書を

作成すると

税の重さを

知ることに

つながりま

す。

自主申告 計算会

２０１９年

新

春

の

つ

ど

い

２

０

１

９

年

も

消

費

税

増

税

中

止

・

憲

法

改

悪

阻

止

に

全

力

2019年民商の更なる発展を願って“乾杯”

新年の決意を

語る豊田会長

増税は営業壊すと

山崎税理士

民
商
活
動
に
つ
い

て
真
剣
に
討
議



２
月
６
日
（
水
）
、
午
後
１

時
よ
り
砂
防
会
館
に
て
全
国
中

小
業
者
団
体
連
絡
会
（
全
中
連
）

の
主
催
で
「
２
・
６
全
国
中
小

業
者
決
起
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

全
国
か
ら
１
２
０
０
人
の
中

小
業
者
が
集
ま
り
、
会
場
は
熱

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
江
東
民

商
か
ら
は
５
人
が
参
加
し
ま
し

た
。主

催
者
と
し
て
、
全
商
連
の

太
田
義
郎
会
長
は
「
消
費
税
増

税
は
隠
ぺ
い
、
ご
ま
か
し
の
統

計
も
と
で
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
増
税
を
許
さ
な
い
活
動

を
広
げ
ぬ
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

そ
の
後
日
本
共
産
党
の
山
下

芳
生
副
委
員
長
が
「
道
理
の
な

い
政
治
を
終
わ
り
に
し
、
政
治

を
変
え
よ
う
」
と
連
帯
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

全
国
の
参
加
者
よ
り
増
税
阻

止
、
改
憲
反
対
の
決
意
表
明
が

行
わ
れ
、
大
会
決
議
が
満
場
一

致
で
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
後
は
日
比
谷
公
園
ま
で

デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。
降
っ

て
い
た
雨
も
止
み
、
参

加
者
一

同
「
消
費
税
１
０
％
反
対
」

「
憲
法
守
り
暮
ら
し
に
い
か
す

社
会
を
」
「
辺
野
古
新
基
地
建

設
反
対
」
「
原
発
は
ゼ
ロ
に
し

よ

う
」
な
ど
、
業
者
の
要

求
を
コ
ー
ル
し
な
が
ら

行
進
し
ま
し
た
。

デ
モ
の
途
中
で
は
、
日
本
共

産
党
の
衆
議
院
・
参
議
院
の
国

会
議
員
と
エ
ー
ル
交
換
し
、
安

倍
政
権
打
倒
に
全
力
尽
く
そ
う

と
参
加
者
一
同
決
意
を
固
め
あ

い
ま
し
た
。

2019年江東母親大会が2月11日、午

前10時より総合区民センターで開催

されました。当日は雪の降る中150人

の人たちがつどいました。

東京土建江東支部女性部によるレ

クダンスなどで幕を幕を開けました。

江東連絡会伊原静江さんによるあ

いさつの後、落語家の古今亭菊千代

師匠による”9の紋付で奮闘中”と題

した記念講演が行われました。

午後からは３つの分科会でそれぞ

れ学習やレクを行いました。

第65回日本母親大会は8月24・25日

に静岡県にて開催されます。

く さ わ け ２０１９年３月４日第 １６２号

江東母親大会

２
月
１
７
日(

日)

、
午
前

１
１
時
よ
り
江
東
民
商
婦
人

部
第
３
４
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
部
員
、
来
賓
合

わ
せ
て
１
８
人
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

冒
頭
田
中
部
長
よ
り
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
来
賓

の
皆
さ
ん
よ
り
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

活
動
報
告
と
今
年
度
の
活

動
方
針
が
提
案
さ
れ
、
会
計

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
も
選
出
さ
れ
、
総

会
は
閉
会

と
な
り
ま

し
た
。

総
会
後

は
新
年
会

が
開
催
さ

れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
懇

親
を
深
め

ま
し
た
。

江

東

民

商

婦

人

部

第
３
４
回

定

期

総

会

江東区には国の重要文化財が４つあります。明治丸、

永代橋、清洲橋、八幡橋です。

今回は、くさわけ160号でも少し紹介した明治丸に

ついて紹介します。越中島の東京海洋大学（商船大学）

に入ると、キャンパス内にきれいな船体が見えます。

明治丸は明治７年に英国のグラスゴーで建造された

鉄の船です。明治天皇はじめ、当時の要人を乗せるロ

イヤルシップでもあり“御座所”と呼ばれる、壁に美

しい絵が飾られている公室・浴室・寝室の３室続きの

部屋や、豪華なサロンなどもあります。

また、明治8年に小笠原諸島の領有権問題が生じた

際、この明治丸が日本政府の調査団を乗せ英国より早

く小笠原に到着しました。これにより、小笠原諸島が

日本の領土となったという歴史もあります。

明治29年に商船大学に譲渡され、練習船として昭和

20年まで約50年間活用されました。現在は“旧商船大

学の同窓生がメンバー”というボランティアの楽しい

説明を聞くことができます。【山崎 陽子 記】

公開日 火・木曜日

第1・3土曜日

※8月・12月後半～

2月前半は休館

一般公開・無料

こ う と う 名 所 め ぐ り
～明 治 丸～

1月27日(日)、午後１時より東

砂西地区集会所にて、南砂支部の

新年会が開催されました。21人が

参加し、商売のことや政治のこと、

趣味の話など大いに盛り上がりま

した。

南砂支部 新年会

そ
し
て
、
今
年
一
年
も
参
加

者
一
同
婦
人
活
動
を
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
決
意
を
固
め

合
い
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
田
中

靖
子

記
】

消
費
税
１
０
％
は
中
止
に
！
改
憲
や
め
よ
！

中
小
業
者
を
支
援
し
循
環
型
地
域
経
済
で
景
気
回
復
を
！

全国が力合わせ増税止めよう

全国の仲間と行進

日本共産党議員とエール交換

オープニング

では合唱もあ

りました”民商運動盛り上げよう”と乾杯

たくさんの歴史が

詰まった明治丸

婦
人
部
の
力
で
民
商

活
動
盛
り
上
げ
よ
う

江東民商 婦人部

新役員

部 長 田中靖子

副 部 長 永島敏江

会 計 塚本嬉子

会 計 片平恵子

幹 事 星野比佐子

会計監査 山崎陽子


